
◇『お7日全日本田りの象り』ブレイベント◇ Ⅲこのイベン ト店溶 アう言うた。

霧 叙 籾 駒 Bh
2004年 4月 29日 (木・祝日)

13i00関 掲 13:30関 演

ギャラリーしゅぜんじ回廊

100名

(出演者と演目)

・縁井 美 紀 『エロスとプシュケ』(ギリシアのおはなし)

・本村 み よ 『おかう婁さんのはなし』他

・宮崎 久 子 『鬼の嫁さん』

・佐々書 格 子/伊 藤 ひ ろ子/国 所 雅 子

(演目は お楽しみ !)

来お車で3S越しの臨ほ 懲台会館に駐車してください。 紀 六十中 召磨磨 こだt曳

*日  時

ネ会 場

米定 員

*入 掲無料

ギヤラリーしゆぜんじ回由

みとりの日

『みとりの日』の一日を着薬輝く

しゅぜんじ回廊で懐かしい書話や

美しい神話の語りをお楽しみ下さい。

用レ'“ 河レ〕て′

『狐の仕返し』

むかしむかしのある日のこと、二人の漫才師が道を歩いていると道端に

二匹のキツネが昼寝をしていた。

漫才師たちは面白がって、キツネの耳元で鼓を鴫らした。

キツネはびつくりして逃げて行く。キツネを穂かす事に成功した漫才師たちは、今晩泊めてもらう

寺へと向かう。漫才師たちが寺へ向かつている頃、寺の境内で一生lB命、漫才師に化けようとして

いるキツネたちを和尚さんが見ていた。

すると、そこへ本物の漫才師が、「今晩泊めて下さい」とやつて来た。
・
キツネがイヒけて何を言う !"と 思つた和尚さんは、本物の漫オ師をぐるぐる巻きにして寺の

大きな池にほうり込んだ。キツネは見事に仕返しをしたという話。

本村 み よ く停曽寺在住)『書話rShるさとへの旅 静 岡』より

お問い合わせは、

修苦寺図書館 0558-72-9863ま でどうぞ 1

『語りの祭り』情報は、

htpイ市 Shuze■■JP/nponatttwlnd6れ

にも掲載されていますので、御利用ください。


